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開催にあたって 

 

 国際日本文学研究集会は、日本文化、日本文学に関する国際的な研究集会をもちたいと

いう国内外のかねてからの声に応える形で、1977年 11 月に第 1 回が開催されました。同年

６月に国文学研究資料館の開館式が行われておりますから、この集会はまさに当館と歩みを

ともにしてきた事業の一つといえるでしょう。 

 以来、本集会は「国内外の日本文学研究者による研究発表と討議とにより、広い視野から

の日本文学研究の進展を図り、研究者相互の国際交流を深める」という設立趣旨のもと、継

続して開催され、今年で第４8 回を迎えることとなりました。 

 この間、日本文学・文化研究のあり方は多様化し、国際的な研究集会や学会も増えてきま

したが、本集会は当初の設立趣旨を受け継ぎつつ、日本文学研究のさらなる広がりと未来に

目を向けていきます。国内外の研究者、さらには若手研究者の発表を歓迎いたします。 

2025 年 4 月 

国文学研究資料館 国際日本文学研究集会専門部会 

 

国際日本文学研究集会は国際日本文学研究集会専門部会の審査のもとに運営されていま

す。 
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